
©一般社団法人日本地質学会　〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F　電話03-5823-1150©一般社団法人日本地質学会　〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F　電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jpFax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp

地質学雑誌　第126巻　第8号（通巻1499号）付録　令和2年8月15日発行（毎月1回15日発行）地質学雑誌　第126巻　第8号（通巻1499号）付録　令和2年8月15日発行（毎月1回15日発行）

日本地質学会News
Vol.23  No.8  August  2020

00_表01-04.indd   1-200_表01-04.indd   1-2 2020/08/27   9:542020/08/27   9:54



一般社団法人日本地質学会
The Geological Society of Japan

理  事

監  事　

会長（代表理事）

副会長

常務理事
副常務理事
執行理事

理　事

磯﨑行雄（東京大学）

佐々木 和彦（応用地質（株））
平田大二（神奈川県立生命の星・地球博）
　
中澤　努（産業技術総合研究所）
岡田　誠（茨城大学）
ウォリス サイモン（東京大学）
緒方信一（中央開発（株））
大藤　茂（富山大学）
狩野彰宏（東京大学）
亀高正男（（株）ダイヤコンサルタント）
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
星　博幸（愛知教育大）
松田達生（工学気象研究所）
矢部　淳（国立科学博）

上松佐知子 （筑波大学）
芦　寿一郎 （東京大学）
天野一男 （東京大学）
安藤寿男 （茨城大学）
内野隆之 （産総研）
尾上哲治 （九州大学）

笠間友博 （箱根ジオミュージアム）
亀尾浩司 （千葉大学）
亀田　純 （北海道大学）
川端清司 （大阪市立自然史博）
北村有迅 （鹿児島大学）
清川昌一 （九州大学）
後藤和久 （東京大学）
小松原純子 （産総研）
齋藤　眞 （産総研）
杉田律子 （科学警察研）
竹下　徹 （北海道大学）
内藤一樹 （産総研）
納谷友規 （産総研）
奈良正和 （高知大学）
西　弘嗣 （東北大学）
根本直樹 （弘前大学）
野田　篤 （産総研）
早坂康隆 （広島大学）
藤井正博 （応用地質（株））
細矢卓志 （中央開発（株））
保柳康一 （信州大学）
松田博貴 （熊本大学）
三田村宗樹 （大阪市大学）
道林克禎 （名古屋大学）
矢島道子 （日本大学）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研）

岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会

一般社団法人日本地質学会
〒101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル

電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156（振替口座　00140-8-28067）
e-mail: main@geosociety.jp　ホームページ htttp://geosociety.jp

一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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2020年度⽇本地質学会オンライン：名誉
会員証授与･永年会員顕彰ならびに各賞受
賞式・受賞記念講演会
⽇時：2020年9⽉13⽇（⽇）14:00から1時間程度
開催方法：YouTubeライブ配信を予定（どなたでも視聴頂
けます）

プログラム概要
会長挨拶
新�名誉会員紹介，新名誉会員挨拶（ビデオ）：⻄村祐⼆郎会

員・⼩松正幸会員 
永�年会員顕彰　顕彰者からのコメント紹介（司会代読予定）
日�本地質学会表彰　受賞スピーチ（ビデオ）：浜島書店・⿅

野和彦会員ほか
⽇�本地質学会奨励賞　受賞スピーチ（ビデオ）：菊川照英会

員・⽻地俊樹会員
（休憩）
⽇�本地質学会論⽂賞　受賞スピーチ（ビデオ）：星 博幸会員
⽇�本地質学会Island Arc賞　受賞スピーチ（ビデオ）：John 

Wakabayashi ⽒
⽇�本地質学会賞受賞講演（ビデオ講演約30分）：⼭路 敦会員 
閉�会あいさつ

コロナ禍での地質学教育に関するサイバ
ーシンポジウム
　コロナ禍での地質学教育に関する情報交換・共有を目的
としたサイバーシンポジウムを開催します．現在の困難な
状況で，学校（大学，高等学校等）や博物館・科学館，ジ
オパークなどでは，教員や学芸員らがそれぞれのできる範
囲で苦心して教育・普及活動を進めています．それぞれの
実施事例やアイディアを共有できれば，今後しばらく続く
と予想される困難な状況でも教育・普及活動の質の向上あ
るいは低下抑制が期待できます．大学や高校での授業（実
験や野外実習を含む），卒業研究や修士研究，博物館やジオ
パークでの教育普及活動などをどのように工夫して進めて
いるかについて情報交換・情報共有する場を提供します．
地質学に限らず，野外活動（フィールドワーク）や実験・
実習を伴う分野の皆様にも広く参加していただきたいと思
います．

日本地質学会行事委員会
委員長 星 博幸

開催日時：2020年9月27日（日）9:30-12:15（予定）
開催方法：YouTubeライブ配信・どなたでも視聴可能・参
加費無料．事前申込不要

プログラム
9:30　開会
9:35～10:35＜大学の取り組み＞
1. 地球惑星環境学科（東京大学）の取り組み（後藤和久：
東京大学理学部地圏環境科学科）
2. 地球科学系講義科目のオンライン化実践：オンデマンド
配信用動画作成における気づきを中心として（乾　睦子：
国士舘大学理工学部）
3. コロナ渦における地学系実験・実習の実施：茨城大学理
学部における事例紹介（岡田　誠：茨城大学理学部）
4. 前期をほぼ無傷で終了した山口大学の例（坂口有人：山
口大学）
10:45～11:15＜中高の取り組み＞
5. オンライン学習の軌跡：試行錯誤の現状と今後の課題

（渡来めぐみ：茗溪学園中学校高等学校）
6. 高校における地学教員としての課題と地質学教育の実践
例（松永　豪：大阪府立泉北高等学校）
11:20～11:50＜博物館・ジオパークの取り組み＞
7. 学校休校と臨時休館をきっかけにうまれた「おうちミュ
ージアム」とは（渋谷美月：北海道博物館・北海道大学大
学院環境科学院環境起学専攻）
8. オンラインでの野外地質見学ツアーの試みについて（白
井孝明：萩ジオパーク）
11:50～12:15＜ライブ総合討論＞
12:15　閉会

 ・	各プレゼンテーションは15分です（発表12分＋ライブ質
疑応答３分）．

 ・	途中５～10分程度の休憩をはさみます．
 ・	視聴者の皆様はYouTube上で質問・コメントを書き込み，

ライブ総合討論ではそれらを活かしたディスカッション
を考えています．

問い合わせ先：日本地質学会事務局（main@geosociety.jp）
備考：11月下旬または12月上旬に第２回シンポジウムを開
催予定です．詳細は学会HPに掲載します．

第18回日本地質学会ジュニアセッション 
～小・中・高校生徒「地学研究」発表会～
　日本地質学会地学教育委員会は，地学普及行事の一環と
して，地学教育の普及と振興を図ることを目的として，学
校における地学研究を紹介する地学研究発表会をおこなっ
ています．昨年までは「小さなEarth Scientistのつどい」
と題しておりましたが，今年より「日本地質学会ジュニア
セッション」に名称が変わりました．今年の地質学会学術
大会は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により延期と
なりましたが，日本地質学会ジュニアセッションは開催し
ますので，小・中・高等学校の地学クラブの活動，授業の
中で児童・生徒が行った研究，及び児童・生徒の自発的な

• オンライン各賞表彰・受賞記念講演会
• 第1・2回ショートコース
• コロナ禍での地質学教育に関するサイバーシンポジウム
• 日本地質学会ジュニアセッション（旧小さなEarth Scientistのつどい）
• JABEEオンラインシンポジウム：2021年2月末～3月上旬開催予定
• �若手会員のための地質関連企業の研究サポート：地質系のキャリア情報誌を刊行し各大学地質学系教室に

配布予定．

2020年名古屋大会代替企画
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2020代替企画

個人研究の発表を下記の要領にて募集いたします．ただし，
今回は開催地やコアタイムは無く，送付されたポスターの
審査のみとなりますので，ご了承ください．
この会を通じて児童・生徒の日頃の研究成果を披露してい
ただき，専門家からのコメントやアドバイスを受けて地質
学や地球惑星科学への理解が深まり，未来を担う児童・生
徒の学習意欲への良い刺激と励みになることを願っており
ます．なお，優秀な発表に対しては日本地質学会ジュニア
セッション優秀賞などの賞を授与いたします．またポスタ
ー毎に評価・コメント作成し後日お送りします．

1）参加対象
 ・	小・中・高校地学クラブならびに理科クラブ等の活動成

果の発表
 ・	小・中・高校の授業における研究成果の発表
 ・	小・中・高の児童・生徒による自発的な個人研究発表
 ・	活動，研究内容が地学的なもの（地質や気象などの地球

科学・環境科学，天文など）
2）ポスターサイズ：縦210cm×横90cm．PDFファイルに
変換の上，参加申込書とともにファイルを下記事務局あて
にメール，ファイル転送，CDなどの電子媒体郵送等にて送
付ください．
3）ポスターおよび参加申込書の締切：2020年9月30日（水）
4）デジタル審査の方法：学会理事が評価コメントを作成し
ます．それらのコメントも含めて審査委員が採点・評価し
た後，地学教育委員会が審査結果を集計し，10月末頃まで
に審査結果と各ポスターに対するコメント・評価等をお送
りします．
5）参加費 無料
6）問い合わせ・申込先：所定の書式（学会HPからダウン
ロードしてください）をFAXまたはe-mailで次のアドレス
にお送り下さい．
日本地質学会地学教育委員会（担当 三次）
〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F
TEL：03-5823-1150　　FAX：03-5823-1156
e-mail：main@geosociety.jp

第１回・第２回ショートコース（7月号ニュ

ース記事再掲）

　本年秋の学術大会が新型コロナウイルス感染症拡大の影
響により中止（来年に順延）になったことを受け，その代
替企画について執行理事会が中心となって検討してきまし
た．その結果，代替企画の一つとして「日本地質学会ショ
ートコース」を開催することになりました．検討を進める
中で，大学の地球惑星科学系学科では地質学の基礎的内容
でありながら学科構成スタッフの偏りのために学部生や大
学院生に十分教えられていないトピックがあり，そうした
内容を本学会が少しでもカヴァーできないかという意見が
ありました．また，地質技術者や学校教員，学芸員等が現
在の地質学の知見や研究方法等について学ぶ機会があると
良いという意見もありました．こうした意見を踏まえて，
地質学の土台を支える基礎知識や最近ホットな研究の話題
など，会員・非会員を問わず多くの方々に知っていただき
たいトピックを「日本地質学会ショートコース」で紹介す
ることになりました．本年9月19 日（土）に第1回目を，10
月24 日（土）に第2回目をオンラインで開催し，各回2名の

研究者に話題提供していただきます（午前1名，午後1名）．
その道の精鋭によるコースをぜひこの機会に受講していた
だきたいと思います．

2020年7月11日
日本地質学会行事委員会

委員長 星 博幸

第１回：2020年9月19日（土）
内容：（各コース、講義、質疑応答を含め3時間程度を予定）
＜午前＞ 東北アジア及び日本列島の地体構造発達史：辻森 
樹（東北大学）
https://researchmap.jp/tatsukix
　日本列島の地体構造発達史は，列島各地の研究成果の集
積とともに，より確からしいものへと段階的に改訂されて
きました．長寿命の太平洋型造山帯として，列島には数億
年間にわたる大陸縁のダイナミックな変動が記録されてい
ます．さらに，身近な郷土の地形，そして気候や生態系に
も，その地体構造の不連続が影響を及ぼしています．本コ
ースでは，日本列島の地体構造を考える上で基本となる構
造線や基盤の不連続境界など，列島の大構造を復習します．
また，すさまじい勢いで理解が進んできた東北アジアの地
質学的新知見を総括し，その発達史と大構造について学習
します．その他，一家に１枚「日本列島７億年ポスター」
制作秘話も紹介します．

＜午後＞ 大陸成長から見るたのしい太古代研究：沢田 輝
（海洋研究開発機構）
https://researchmap.jp/hsawada
　25億年以上前の太古代地質というと，活動的な造山帯の
日本からは遠い海外の地質というイメージがあるかもしれ
ません．一方，成長し続ける西之島のように，日本の地質
環境と地球史初期との類似性が見出されてもいます．プレ
ート沈み込みや島弧火成活動といった，日本列島では身近
に感じる地球の活動．太古代地球はどのような形であった
のか？ 今の地球とどの程度異なっていたのか？ いま論争
となっている部分を中心に，わかっているようでわかって
いない太古代地球について，主に大陸成長研究の側面から，
その難しさとたのしさを紹介します．講演や学会発表とは
一味違う濃厚な時間を提供できればと思います．

第２回 ：2020年10月24日（土）
内容：（各コース、講義、質疑応答を含め3時間程度を予定）
＜午前＞ 層序学の基礎と応用：高嶋礼詩（東北大学）
https://researchmap.jp/read0155080
　本コースでは層序学の基礎編として，岩相層序，生層序，
古地磁気層序，化学層序（酸素，炭素，ストロンチウム，
オスミウム同位体比層序），サイクル層序，年代層序の概要
を解説します．そしてこれらの層序学的手法を用いた国際
標準年代尺度の作成，GSSPの認定，日本の地層での研究例
を紹介します．応用編では，アパタイト微量元素組成を用
いたオルドビス紀～第四紀のテフラ層序の研究を紹介しま
す．この手法を用いると，埋没続成，溶結，風化などによ
って火山ガラスが変質した凝灰岩についても高精度で対比
可能になります．日本には変質した凝灰岩の露出が卓越す
る地域がよくみられることから，ジルコン年代と組み合わ
せることにより，日本の地層の対比精度向上への貢献が期
待できます．

2020代替企画
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2020代替企画
＜午後＞ 統計解析言語Rを用いた地球科学データ解析基礎
実習：上木賢太（海洋研究開発機構）
https://researchmap.jp/kentaueki
　多変量解析や数理に基づくデータ解析は，地球科学にお
いても年々その重要さを増しています．本講座では，実際
の地球科学データを題材として，データ解析の実習を行い
ます．講義として，多変量解析や線形回帰，モデル選択な
どの概念を解説するとともに，地球科学，特に岩石化学組
成へ適用した研究の例を示します．さらに実習として，統
計解析向けの言語及び実行環境フリーソフトウェアである

「R」を用いて，基礎的な解析を各自のパソコン環境上で実
際に行います．通常のパソコン環境が整っていれば問題な
く実習を行うことが可能です．必要な事前準備（RおよびR 
studioのインストール）のための資料や，実習で使用する
データ等は事前に配布します．

参加費（各1日券）
会　員 2000円（賛助会員に所属する⽅は会員と同額）
⾮会員 4000円

（注）⾮会員の学部⽣・院⽣は「会員」料⾦に含まれます．
「⾮会員」とは学部⽣・院⽣ではない⾮会員とします．

（注）午前のみ，午後のみの受講の場合も，参加費の割引は
ありません．

定員：各コース100名（定員は事務局および講師を含み、定
員を超えた場合は，会員が優先となります）

申込方法：学会ホームページの専用申込画面よりお申込み
ください．

その他：希望者には各コース毎のCPD受講証明書を発行し
ます。

申込受付期間：第1回分 8月5日（水）～9月7日（月） / 第2
回分 9月下旬～10月12日（月）

問い合わせ先：一般社団法人日本地質学会
メール main@geosociety.jp  電話 03-5823-1150

2020代替企画

C A L E N DAR
2020.9～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2020年
■9月　September
★［代替企画］2020年度各賞表彰・
受賞記念講演会（WEB）
9月13日（日）14:00より
http : //www.geosoc i e ty . j p/sc i ence/
content0041.html

（共）日本地球化学会 第67回オンラ
イン年会（WEB）
9月15日（火）総会・授賞式・受賞講演ほか
11月12日（木）～26日（木）発表資料に対す
る議論期間
11月19日（木）～21日（土）Zoom会場にお
ける各セッション企画
https://www.geochem-conf.jp/

○日本鉱物科学会2020年年会・総会
（WEB）
9月16日（水）～18日（金）
http://jams.la.coocan.jp/index.html

★［代替企画］日本地質学会第1回シ
ョートコース（WEB））
9月19日（土）
 ・	東北アジア及び日本列島の地体構造発達

史：辻森 樹（東北大）
 ・	大陸成長から見るたのしい太古代研究：沢

田 輝（JAMSTEC）

参加申込締切：9月7日（月）
http : //www.geosoc i e ty . j p/sc i ence/
content0041.html

○第37回歴史地震研究会（伊賀大会）
9月26日（土）～29日（火）
会場：ハイトピア伊賀（三重県伊賀市）
http://www.histeq.jp/index.html

★［代替企画］コロナ禍での地質学
教育に関するサイバーシンポジウム

（WEB）
9月27日（日）9:30～12:15（予定）
YouTubeライブ配信・どなたでも視聴可能・
参加費無料・事前申込不要
http : //www.geosoc i e ty . j p/sc i ence/
content0041.html

○2020年度第1回（初心者向け）地
質調査研修
9月28日（月）〜 10月2日（金）
主催：産総研コンソーシアム
室内座学：茨城県つくば市（産総研）
野外研修：茨城県ひたちなか市、福島県いわ
き市
h t t p s : / / w ww . g s j . j p / g e o s c h o o l /
geotraining/2020-1.html

■10月　October
○ぼうさいこくたい2020（WEB）
−「みんなで減災」助け合いをひろ
げんさい−
10月3日（土）
http://bosai-kokutai.jp/

○日本火山学会2020年度秋季大会
（WEB）
10月8日（木）～10日(土）
http://www.kazan.or.jp/J/index.html

○2020年度第2回（経験者向け）地
質調査研修
10月26日（月）〜 30日（金）
主催：産総研コンソーシアム
場所：島根県出雲市長尾鼻周辺（小伊津海岸）
https://www.gsj.jp/geoschool/geotraining/�
2020-2.html

○日本地震学会2020年度秋季大会
（WEB）
10月29日（木）～31日（土）
https://www.zisin.or.jp/

■11月　Nobember
○第74回日本人類学会大会（WEB）
11月1日（日）～11月3日（火・祝）
http://anthrop-meeting.sakura.ne.jp/

（協）第36回ゼオライト研究発表会
11月19日（木）～20日（金）
場所：富山国際会議場
https://jza-online.org/events

■12月　December
○地質学史懇話会
12月25日（金）13:30より
会場：北とぴあ　701号室（東京都北区王子）
志岐常正：戦後京大地質学教室史-その虚像
と実像
矢島道子：『地質学者ナウマン伝』を上梓し
て
問い合わせ先：矢島 pxi02070@nifty.com

注意：新型コロナウィルス感染拡大の影響
により，行事中止の可能性もあります．実
際の行事開催の有無については事前に各主
催者，問い合わせ先にご確認ください．
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教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

京都大学大学院理学研究科地球
惑星科学専攻（地質学鉱物学

分野・岩石学）助教公募

職種：助教
募集人員：1名
所属および勤務場所：京都大学大学院理学研
究科地球惑星科学専攻 地質学鉱物学分野 地
球物質科学講座（所在地:京都市左京区北白川
追分町）
勤務内容：地球惑星物質科学（特に岩石学）
に関する教育・研究
募集分野等：岩石学に関する先端的かつ分野
横断的研究を，地球惑星科学専攻や学内外の
他の分野の研究者と協力しながら，推進され
る方．また，地球科学に関する国際的視野と
広い見識をもち，研究と教育，ならびに専攻
の業務に尽力される方．とくに教育において
は，京都大学の全学共通教育と地質学鉱物学
に関する理学部および地球惑星科学専攻の専
門教育[講義・演習・室内実験（偏光顕微鏡
実習を含む）・野外実習等（国内外での野外
調査指導を含む）]を担当できる方．
資格等：博士の学位を有すること
着任時期：令和3年1月1日 以降できるだけ早
い時期
任期：なし
試用期間：あり（6か月）
勤務形態：専門業務型裁量労働制（週38時間
45分相当，1日7時間45分相当）
応募締切：令和2年9月14日（月）必着
書類送付先および問い合せ先：〒606-8502 京
都市左京区北白川追分町
京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻
地質学鉱物学教室 教室主任 下林 典正 宛
電話 075-753-4156  FAX 075-753-4189
e-mail: shimo＠kueps.kyoto-u.ac.jp
応募書類，応募方法など詳細は下記を参照し
てください．
http://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/news/
detail_1706.html

茨城大学大学院理工学研究科
理学野フィールドサイエンス
担当教員（女性限定）公募

職名および人数： 准教授または教授1 名（女
性限定）
所属：大学院理工学研究科 理学野（所属領

域は専門分野に基づいて採用時に決定しま
す）
募集する分野：フィールドサイエンス（生物
科学系もしくは地球環境科学系）
研究分野：以下の①もしくは②の研究を基盤
としている方
①フィールドワークやそれに基づく実験や解
析を中心とした生態学，分類学 （生物科学系）
②フィールドワークを基礎とした固体地球科
学（岩石鉱物学，地球化学，火山学） （地球
環境科学系）
求める人材：

（1）独立して独創的な研究を行うことができ
る方　（2）人格的にも優れ，積極的に学生を
指導する方　（3）理学部理学科の教育に積極
的に関与する方　（4）理学部の校務にも積極
的に参画する方　（5）博士前期課程において
は，主に理学専攻の教育を担当し，大学院生
の研究指導を通じて本学の教育研究の発展に
寄与いただける方
応募資格：以下の条件をすべて満たしている
こと

（1） 着任時までに博士の学位（外国において
博士に相当する学位，PhD 等を含む）を有
する （2）上記の主な担当予定授業科目を担
当できる知識・技能・経験を有する．（3）理
工学研究科博士前期課程の研究指導教員の資
格を取得可能な研究業績を有する．（4）国立
大学法人茨城大学就業規則第 4 条の 2［欠格
事項］に該当しない．
着任時期：2021年4月1日
勤務地：茨城大学水戸キャンパス（茨城県水
戸市文京 2-1-1）
応募締切：2020 年 9 月 30 日（水）（必着）
応募に関する問い合わせ先：担当を希望する
専門分野によって異なります 
生物科学系： 茨城大学大学院理工学研究科理
学野生物科学領域長 立花 章 E-mail：akira.
tachibana.sci＠vc.ibaraki.ac.jp 
地球環境科学系： 茨城大学大学院理工学研究
科理学野地球環境科学領域長 橋爪 光 E-mail: 
ko.hashizume.sci＠vc.ibaraki.ac.jp 
待遇・賃金等に関する問い合わせ先： 総務部
人 事 労 務 課 人 事 係 電 話：029-228-8013 
E-mail：ninyou1@ml.ibaraki.ac.jp 
このほか公募の詳細は下記を参照して下さ
い．
https://www.ibaraki.ac.jp/employment/
index.html

05-06_公募／紹介.indd   505-06_公募／紹介.indd   5 2020/08/27   9:552020/08/27   9:55



6 日本地質学会News　23（８）

中央構造線断層帯　−最長活断
層帯（四国）の諸性質−

岡田篤正 著

古今書院，2020年7月1日発行，368頁，
定価：9,800円＋税，
ISBN：978-4-7722-5334-5

構造線断層帯」，「第４章 四国中央北縁部の
中央構造線断層帯」，「第５章 讃岐山脈南縁
部の中央構造線断層帯」である．なお，本書
の活動区の区分は，地震調査研究推進本部に
よる区分とは一致していない．第２章から第
５章までで扱われている代表的な活断層は，
伊予灘の海底活断層，伊予断層，郡中断層，
重信断層，川上断層，岡村断層，石鎚断層，
畑野断層，池田断層，箸蔵断層，三野断層，
井口断層，父尾断層，土柱断層，切幡断層，
神田断層，引野断層，板野断層，鳴門断層，
鳴門南断層などであり，これら以外にも多く
の活断層，変位地形，撓曲などが網羅されて
いる．なお，池田断層のように，二つの活動
区にまたがって連続する断層については，そ
れぞれの領域ごとに記載されている．最後
に，「第６章 中央構造線断層帯（四国）のま
とめ」として，平均変位速度，一回の変位
量，最新活動時期，地震発生確率などの第四
紀後期の活動性が総括されている．
　本書では，四国の中央構造線断層帯で行わ
れた多くのトレンチ調査の成果が網羅されて
おり，活断層の変位速度および変位の累積
性，活動履歴・最新活動時期・活動間隔など
の考察が各活断層ごとに行われている．本書
を読むことにより，それぞれの活断層のトレ
ンチ調査で，何がどこまで明らかになってい
るかを確認することができるため，それぞれ
の地域ごとの中央構造線断層帯で発生する地
震の切迫性を考える上で，大変参考になる．
本書を参照することにより，すでに公表され
ている1/25,000都市圏活断層図（愛媛県の

「郡中」から徳島県の「徳島」までの９葉）
の見方と理解が格段に深まるものと思われ
る．また，地震調査研究推進本部が明らかに
してきた30年確率が推定される根拠となった
データを知ることができる．
　地質学を専門とする立場から本書を読む
と，活断層の記載の前には，地形概説だけで
なく，領家花崗岩類，和泉層群，三波川変成
岩類，久万層群，石鎚層群など，中央構造線
周辺の地質に関する説明がある．また，トレ
ンチ調査の断層の解析にあたっては，横ずれ
活断層の屈曲やオーバーステップと，隆起・
沈降の関係を議論し，花弁構造の認識など，
それぞれの断層の相互関係について構造地質
学的な議論がなされている．加えて，反射法
地震探査の成果が積極的に取り入れられ，活
断層のより深いレベルでの構造との関連が把
握されている．
　既に述べたように，本書では詳細地形図や
見取図などの図や露頭写真が豊富に含まれて
いるが，あまり土地勘がない地域の活断層の
部分を読む場合，何度もその地域の全体図に
戻らなくてはならず，どうしても読みにくさ
を感じてしまう．そのため，1/25,000都市圏
活断層図などを手元に置いて本書を読むと理
解しやすくなると思われる．
　中央構造線断層帯は，1596年に発生した一
連の慶長伊予地震，慶長豊後地震，慶長伏見
地震の後には，現在に至るまで被害を起こす

　日本の活断層の研究をライフワークとして
続けておられる岡田篤正氏が，「中央構造線
断層帯　−最長活断層帯（四国）の諸性質
−」という本を出版された．本書は，四国の
中央構造線断層帯という日本を代表する活断
層を取り上げて解説したものであり，四国の
活断層地震防災に役立つものとなっている．
岡田氏は，すでに日本地方地質誌7 「四国地
方」（朝倉書店刊，2016）の第9章3項 「中央
構造線（活）断層帯（p338-430）」で四国の
中央構造線断層帯に関してまとめられたこと
がある．今回の「中央構造線断層帯」では，

「四国地方」よりも，詳細な地形図，立体視
用空中写真，トレンチ調査現場の写真および
詳細なスケッチ，解説図など，多くの見やす
い図・写真が取り入れられ，中央構造線断層
帯の各活断層がより詳しく記載されている．
　本書では，「第１章 中央構造線断層帯の概
観」として，西南日本における中央構造線の
位置づけ，白亜紀からの活動史と関連するプ
レートとの相互関係，活動区（セグメント）
の区分，同断層帯で発生した被害地震などを
解説している．その後は，基本的に「四国地
方」の第９章と同様に４つの活動区に分けて
同断層帯が記載されている．それらは，「第
２章 伊予灘の中央構造線断層帯」，「第３章 
四国北西部（松山平野～桜樹屈曲部）の中央

ような顕著な活動をしていないとされてい
る．徳島県では次の地震に備えて，中央構造
線断層帯の活断層直上やすぐそばには学校な
どの公共施設，大規模な工場・マンション，
危険物を扱う施設などを建てないようにする
ため，建設前には活断層調査を行うという画
期的な条例が作られている．なお，この条例
の制定にあたっては，徳島県の中央構造線断
層帯の位置を正確に特定するため先生には大
変なご苦労をおかけした．この場をお借りし
て感謝申し上げたい．
　「中央構造線断層帯　−最長活断層帯（四
国）の諸性質−」が，活断層に関わる研究者
や，四国の地質・地形に関わる研究者だけで
はなく，多くの教育機関や自治体関係者，四
国に住んでいる方々にとっても必読の書とな
り，中央構造線断層帯という長大な活断層の
諸性質に関する知識が広く普及することを願
っている．

（村田明広）

紹　介
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意見・提言

「令和2年7月豪雨」による災害についての会長談話

2020年8月4日

一般社団法人日本地質学会
会　長　　磯﨑　行雄

　令和2（2020）年7月に発生しました「令和2年7月豪雨」災害に
より犠牲になられた方々に心から哀悼の意を捧げ，ご冥福をお祈
りします．被災者の皆様におかれましては，一日も早く日常生活
を取り戻されることをお祈りいたします．
　一連の豪雨では，熊本県南部，球磨川水系の氾濫により，流域
の広い範囲で都市機能が麻痺し市民生活に大きな支障をもたらし
たほか，浸水による犠牲者も発生しました．その後も福岡県，大
分県，岐阜県，山形県，秋田県などで河川の氾濫が相次ぎ，各地
で甚大な被害が生じました．また九州から東北に至る各地で，豪
雨による土砂災害が多く発生しました．一部は民家を襲うなど
し，多くの尊い人命が失われたことが報道されました．
　災害の詳細については，今後の調査・研究結果を待つ段階です
が，災害の背景に，これら地域における地質学的な特徴が反映し
ていることは言うまでもありません．今回，甚大な被害を被った
地域は，例外なく過去に大きな水害を経験しています．気象現象
はもとより，歴史的に治山治水は地域の地質特性とも密接に関係
しており, これらを総合的に理解，解釈することが災害の予測と
減災に必要不可欠です．近代・現代に日本列島の地理的・地形的

形態が大変化したわけではなく，地質学的時間スケールの中で
は，同じ地域で同種の自然災害が繰り返し起きてきました. 「天災
は忘れられたる頃来る」という寺田寅彦の金言は, 地質学会会員
の間ではほぼ完全に共有されていますが, 一般市民の間では3世代

（国内移住が増えた近年では2世代かもしれません）を越えると過
去の経験・記憶が伝達されなくなるのが普通です. 本学会は，学
術研究の発展と最新の知見の普及・教育を推進し，多くの市民の
皆様，そして関係諸機関と共に，最新の地質学的知見を活かして
自然災害の予測と防災・減災方策を社会と連携して追求してまい
りたいと思います．
　今後，今回の豪雨災害に関する調査報告や研究成果について
は，学会公式サイトから，随時，発信してまいります．

高知市寺田寅彦記念館　石碑（撮影：坂口有人）

第11回惑星地球フォトコンテスト 優秀賞
「褶　曲」

写真：西出　琢（千葉県）

撮影場所：イタリア　ドロミテ

撮影者より：ドロミテの山々をトレッキング．山全体に褶曲の痕跡があり驚きました．

審査委員長講評：�ドロミテはアルプスの南部にあり，冬はスキー，夏はトレッキングの名所となっています．私も30年ほど前

に訪れましたが，このような見事な褶曲があることは知りませんでした．褶曲に斜めから光があたっている

ために力強い作品となっています．スケールに登山客などが入っているとさらに良かったかもしれません．

地質的背景：�写真の地層は，イタリア北部ドロミテ山塊の炭酸塩岩プラットフォームを構成する下部ジュラ系の層状石灰岩で

す（Calcari Grigiとよばれます）．主に暗灰色のミクライト質石灰岩からなり，ラグーンでの堆積環境が考えられ

ています．特徴的な褶曲構造は，アルプス造山運動による低角度の衝上断層にともなって形成されたものです．

（尾上哲治：九州大学）

表紙紹介
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興味が膨らんでいく．

（4）大滝の成り立ち　板敷渓谷の大滝はどのようにして，
何時できたのだろうか？板敷渓谷と野猿谷は同じ四万十層
群なのに板敷渓谷には大滝があり野猿谷に滝が無いのは何
故だろうか？
　野猿谷は板敷渓谷より流量，砂礫とも多いので下刻が進
み11），12），板敷渓谷との合流点で野猿谷の河床が板敷渓谷よ
り低くなって滝が形成され，滝は板敷渓谷を後退し現在の
大滝になったと考えた．大滝の形成が始まった年代を「滝
の後退速度の式」13），14），15），16），17）で試算した．

D：滝の後退距離（ｍ），T：滝の後退の継続時間（y），A：
流域面積（k㎡），P*：流域の年平均降水量（mm/y），W：
滝の幅（ｍ），H：滝の高さ（ｍ），ρ：水の密度（kg/㎥），
Sc：基礎岩盤の一軸圧縮強度（N/㎡）．ただしAP*は流量
の単位（㎥ /s）に換算．
　大滝は，A：6.9 k㎡（「地理院地図」の面積機能を使用），
W：3m（仮定），H：32m（「地理院地図」の断面図機能を
使用），ρ：1,000kg/㎥とした．一軸圧縮強度Scは，三村ら2）

が本地域の四万十層群は頁岩を主体とし随所に砂岩頁岩互
層及び砂岩を挟むと述べており，頁岩の一軸圧縮強度の文
献18）を参考に，150M N/㎡と仮定した．流域の年平均降水

前編（ニュース7月号）に引き続き，後編では，「旧荒
川」，「旧板敷川」のルートと縦断面，大滝，仙娥滝の成
り立ちについて検討した内容を述べる．

（3）「旧荒川」，「旧板敷川」のルートと縦断面　「旧荒川」
と「旧板敷川」のルート（想像）を図-5のように設定した．

「旧荒川」は黒平付近のＡ地点から「旧板敷川」との合流点
Ｂ地点を通り千秋橋（Ｃ地点）に至り，「旧板敷川」は野猿
谷との合流点Ｄ地点から御岳川のＥ地点を経てＢ地点で

「旧荒川」に合流するとした．これらの地点での旧河床の標
高を以下のように考えて繋ぎ「旧荒川」と「旧板敷川」の
縦断図（図-6③）を作成した．また，黒富士火砕流堆積前
の等高線を，Ａ～Ｅ地点の標高および現在地表に露出して
いる四万十層群，花崗岩，水ヶ森火山岩の標高より図-5の
ように想像した．
　黒平付近では黒富士火砕流が線状に分布している2）（図
-5）．これは「旧荒川」のルートだと考え（図-3③；ニュー
ス誌7月号参照），その標高は「K1火砕流」の底面よりＡ地
点（図-5）で約1,020mとした．
　荒川下流では，千秋橋（図-1；ニュース誌7月号参照）の
河川敷（標高約260ｍ，「地理院地図」の断面図機能を使用）
で行われたボーリング8）で，黒富士火砕流が標高約+118m
～約-121mに堆積しており，「旧荒川」のルートは千秋橋

（Ｃ地点）までとした．
　現在の荒川下流の右岸に，わずかではあるが水ヶ森火山
岩（片山溶岩）が分布している2）（図-5）．この付近は黒富
士火砕流とそれ以前の山体の境界に位置し，現在の荒川に
よって片山溶岩山体が浸食されたのだろう．現在の亀沢川
の中・上流部も黒富士火砕流とそれ以前の山体の境界に対
応し，亀沢川沿いで黒富士火砕流以前の四万十層群，花崗
岩，水ヶ森火山岩の岩体が露出するのは，「旧荒川」による
侵食ではなく黒富士火砕流後の亀沢川による侵食だと想像
した（図-5）．なお，「旧荒川」の流路は甲府盆地では網状
だったかもしれず，千秋橋（Ｃ地点）は「旧荒川」の氾濫
原だったのかもしれない．
　御岳川のＥ地点では標高800ｍに「K1火砕流」の底面が
あり，これを「旧板敷川」の河床標高とし，その下流の

「旧荒川」・「旧板敷川」合流点（Ｂ地点）の標高は約750m
とした．「旧板敷川」の野猿谷合流点（D地点）（図-5）の標
高は，板敷渓谷の遷急点に着目し，遷急点は野猿谷の形成
が始まったことにより渓谷の下流から下刻が進んで形成さ
れたと考え，遷急点より上流の河床勾配（9.6%）を下流に
延長し約930mとした（図-6②）．
　ところで，本地域は甲府盆地から北に向かうほど隆起速
度が大きい9）．過去約10万年の隆起速度9）を100万年に外挿
し，隆起速度地点（図-5）西方の「旧荒川」の標高（想像）
から100万年間の隆起量を減じてプロットすると，概ね一本
の直線近傍に並ぶ（図-6③）．この直線を隆起量を減じた
100万年前の「旧荒川」と想像すると，「旧荒川」は千秋橋
上流約4.5kmあたりを支点とした右上がりの隆起・沈降の
シーソーのように見える．また，直線を時計（この図は右
側が隆起なので反時計回り）の針と見なすと，時計が正確

（隆起速度が等速度）なら隆起・沈降は約190万年前頃に始
まったことになり，時計が進んでいる（隆起速度が加速10）

している）のなら隆起開始はもっと前かもしれない．疑問，

髙山信紀（正会員）

昇仙峡は黒富士が造った？：
「地質図Navi」と「地理院地図」で楽しむ四次元の旅（後編）

図-5　黒富士火砕流前の 「旧荒川」のルート（想像）
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量P*は，関東整備局ウェブサイト「地形・地質・気候（山
梨県）」の富士川上流の年間降水量1,000mm～1,500mmを参
考 に 間 氷 期 は1,200mm/y， 氷 期 は 間 氷 期 の 半 分19） の
600mm/y， 氷 期・ 間 氷 期 を 通 じ た 年 間 平 均 降 水 量 を
900mm/yと仮定した．大滝の後退速度を上記の式の右辺よ
り求めると約14mm/ｙとなった．また，Dを400m（滝は野
猿谷・板敷渓谷合流点から約400m上流に位置．距離は「地
理院地図」の距離機能で計測，以下同様）とすると，大滝
の形成年代は約3万年前（400m/14mm/y）となる．
　野猿谷・板敷渓谷合流点での下刻について検討してみた．
現在の野猿谷・板敷渓谷合流点の標高を約790m，大滝の高
さを約30mとし，約80万年前（「K3火砕流」による堰き止
め）の合流点標高を約930mとした（前述（3））．約77万年
で標高約930mから標高約820m（現在の河床標高約790m に
滝の高さ約30mを加算）まで約110m下刻され，約3万年で
標高約820mから約790mまで約30m下刻された考えると，
滝の形成後の下刻速度は約1.00mm/yとなり滝の形成前の約
0.14mm/yより著しく大きい．これについては以下のように
考えた．約3万年前までは野猿谷と板敷渓谷の下刻速度は同
程度（約0.14mm/y）であったが，約3万年前に野猿谷上流
の堰止湖が消滅して大量の砂礫が野猿谷を流下し始めると
ともに昇仙峡の堰止湖も消滅して荒川の流速が増大して，
野猿谷の下刻速度（約1.00mm/y）が板敷渓谷に比し著しく
大きくなった．

（5）仙娥滝の成り立ち　仙娥滝の後退速度を，大滝と同様
に試算した．仙娥滝は，A：79.5k㎡（現在の位置で試算），
P*：900mm，W：10m，H：26m，ρ：1,000kg/㎥とし，一
軸圧縮強度Sc：190MN/㎡（文献20）を参考に仮定）とした．
その結果，後退速度は約37mm/yとなった．
　仙娥滝の形成を以下のように想像した．現在，花崗岩が
分布している最下流（仙娥滝下流約5.7km，図-5のＱ地点）
に，「K4火砕流」（約70万年前）で覆われた花崗岩の段差が
あり，火砕流が侵食されてその段差が露出して滝が形成さ
れ，その滝が後退して仙娥滝となった．このアイデアによ
れば，仙娥滝の形成年代は約15万年（5.7km/37mm/y）前
となる．
　でも，本検討では滝の後退距離を現在の荒川（昇仙峡）
の流路長と仮定したが，適切だろうか？本当に仙娥滝は後
退して，現在“たまたま”想像した鞍部の場所に位置して
いるのであろうか？それとも，滝が形成されて以来ほとん
ど現在と同じ位置にあるのだろうか？後退すると考えた場
合，もしかして，約20万年前に韮崎岩屑流が荒川下流を含
む甲府盆地を埋め，その後，釜無川が下刻をし始め，これ
と合流する荒川に滝が出来て荒川を遡上し始め，現在仙娥
滝に達しているのだろうか？分からないことは無数にあり，
四次元の旅の興味は尽きない．

あとがき
　上述のように，昇仙峡の成り立ちなどについて地形図と
地質図，文献から想像，検討を行ったが，興味や疑問が
次々に出て思った以上に時間がかかってしまった．大きな
間違いがあるかもしれない．ご指摘を頂ければ幸いである．
再度，現地に行って地形・地質を確認したいが，しばらく
はままならない．「地質図Navi」や「地理院地図」を用い
て机上で四次元の旅を楽しむこととしよう．
　最後に，日本地質学会中部支部巡検で教えて頂いた方々，
層雲峡ビジターセンターで説明して頂いた学芸員の方に御
礼申し上げます．また，貴重なヒントを頂いた友人の星野
延夫氏に感謝いたします．
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達するものが6つ（（数字はページ数，Gはグループ）文庫山の
屏風山溶岩 （27），箱根町湯本の山崎付近の早川右岸の米神溶
岩G （78），真鶴町真鶴の本小松溶岩G （78-79），湯河原町吉浜
の幕山溶岩ドーム （25），湯河原町の外輪山南東部 （75），熱海
市の初島溶岩 （5, 19）），板状節理が発達するものが5つ（小田
原市根府川の根府川溶岩G （78），真鶴町真鶴の白磯溶岩G （75），
南足柄市苅野明神林道の苅野溶岩G （19），箱根町芦ノ湖畔の白
糸川溶岩G （21），御殿場市東田中の長尾峠溶岩G （23））である．
両者が1つの溶岩に同程度に発達する場合もあるが，柱状節理
がほとんど見られず，板状節理のみが発達する溶岩もある．諏
訪の鉄平石など，いわゆる洪水安山岩は板状節理のみのものが
多い（図1）（永尾ほか, 1995）．

３．柱状節理と板状節理の前後関係
　ある１つの溶岩に柱状節理と板状節理の両方が見られる場合，
どちらの節理が先にできたかは，切り合いの関係を見れば決定
できる．この２種類の節理の切り合いの関係を最もよく示すの
は，山口県下関市角島（つのしま）北部海岸の牧崎溶岩（中新
世の大津玄武岩類の一部）の露頭である（東山ら, 2012; 佐藤・
石渡, 2015, Fig.8）．ここでは数cm間隔の板状節理が発達したか
んらん石玄武岩の溶岩が，軸面がほぼ水平な押し被せ褶曲をな
しており（流理構造とそれに平行な板状節理が頭を南向きにし
て褶曲），約1m間隔の柱状節理はその褶曲構造を切って（褶曲
とは無関係に）鉛直方向に形成されている（図2）．このことは，
溶岩が流動中に既に板状節理が形成され，溶岩が何らかの障害
物を乗り越える時に押し被せ褶曲が形成され，その後溶岩が褶
曲構造を保ったまま冷却固結する過程で（褶曲構造とは無関係
に）鉛直方向に柱状節理が形成されたことを示している．この
ことは，板状節理が柱状節理よりも早い時点で，溶岩がまだ流
動できるような高温の状態で形成されることを示している．

４．板状節理の形成
　節理の割れ目の充填物も，割れ目ができた時期の判断に役立
つ．木本・石渡 （2013, 2014） は宮城県岩沼市上河原の採石場に
露出する中期中新世の厚さ110mのほぼ水平な安山岩溶岩を調
査した．この溶岩には約1m間隔の鉛直方向の柱状節理が発達

１．序論
　地学事典は，溶岩・岩脈・岩床等に見られる柱状節理

（columnar joint）について，「岩体の冷却時の体積収縮によっ
て形成され」，「柱状節理の間隔（spacing）は冷却速度に比例
し，ゆっくり冷えれば間隔が大きくなると考えられている

（Spry, 1962）」と記し，板状節理（platy joint）も「冷却時に
形成される」と記している（平野・横田, 1996）．米国の地質学
辞典も柱状節理を「冷却中の収縮の結果できる」とするが，板
状節理の語はない（Neuendorf et al. 2005）．構造地質学の教科
書は，柱状節理と板状節理を「岩体の収縮を解消するために形
成される冷却節理（cooling joint）」としている（狩野・村田, 
1998, p. 171; 金川, 2011, p. 118）．火山学では，森本（1958, p. 
92）の「柱状節理の六角の柱は，冷却面に直角に発達する．板
状節理の板の方向は，溶岩の流理面を代表している」が至言で
あり，McPhie et al. （1993, p. 71） も図入りで同文を記す．地質
学の藤本（1977, p. 121）も「柱状体は冷却面に直角」とし，日
本の柱状節理の写真集（山本, 2009）を見ると，確かに柱状節
理の方向は重力と無関係で，冷却面に直角に見える（垂直な岩
脈では柱が水平方向，ドーム状の岩体では放射状）．しかし，
板状節理が流理面を代表するなら，それは溶岩の流動方向を表
し，必ずしも冷却面と一致しないのではないか．また，同じ冷
却節理なのに，どういう条件で一方は柱状節理，他方は板状節
理になるのか，どの事典・教科書も説明していない．
　ところで，安山岩の火山の火口周辺にはしばしば「パン皮火
山弾」（bread-crust bomb）が落ちていて，その表面にはフラ
ンスパンの皮（または揚げ煎餅や鬼あられ）のような割れ目が
発達し，それは柱状節理に似ているが，この割れ目は「火山弾
の表面が急冷されて固結した後も，内部は可塑性を保ち発泡が
続いたために生じた構造」とされている（荒牧, 1996）．つまり
表面の急冷収縮ではなく，内部の発泡膨張によって表面が亀甲
状に割れるのである．McPhie et al. （1993, p. 82, #3） は枕状溶
岩の表面の割れ目が内部の膨張により海嶺のように拡大した様
子を示しているが，これは発泡ではなく新しい溶岩の供給によ
る膨張だろう．では，溶岩・岩脈・岩床等が冷却過程で発泡に
より膨張することはないのだろうか．
　一般論として，衝撃や摩擦，広域応力場など外的な原因がな
い条件で，物体の表面部分に張力割れ目が生じる場合，①内部
の体積は変化せずに表面部分の体積が減少（収縮）するか，②
表面部分の体積は変化せずに内部の体積が増加（膨張）するか，
③表面部分の収縮と内部の膨張が両方同時に起きるか，いずれ
かのはずである．小論では，柱状節理の成因説として地学事典
や多くの教科書に記述されてきた（そして私も長年授業で学生
に説明してきた）①の考えは疑問であり，②または③の考えが
妥当と考えられること（つまり柱状節理はパン皮火山弾の割れ
目と同じメカニズムでできること），溶岩・岩脈・岩床等が冷
却する時は，温度が高くて時間当たりの体積収縮率が大きく，
まだマグマに流動性がある冷却の初期には，まず板状節理が形
成され，その後冷却がかなり進んでから発泡による岩体内部の
膨張によって柱状節理が形成されることを述べる．そして発泡
による膨張が生じない場合，規則的な柱状節理は形成されず，
板状節理だけが発達することについても述べる．

２．柱状節理と板状節理の出現頻度
　例えば，箱根火山の溶岩において，柱状節理と板状節理の出
現頻度は同程度である．神奈川県立生命の星・地球博物館

（2008）の露頭写真と説明に基づいて数えると，柱状節理が発

石渡　明（正会員）

柱状節理は低温の発泡膨張，板状節理は高温の流動剪断でできる

図2　�山口県下関市角島の中期中新世のかんらん石玄武岩の溶岩．流
理構造と板状節理は頭が南向き（画面で右向き）の押し被せ褶
曲をなし，柱状節理はその褶曲構造と無関係に，褶曲構造を切
って鉛直方向に発達する（東山ほか, 2012; 佐藤・石渡, 2015）．
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するが，一見すると板状節理は見られない．しかし，よく観察
すると，溶岩の下部（下底から高さ6～14m）・中部（45～
64m）・上部（80～95m）の３層準に，柱状節理と直角の方向

（ほぼ水平方向）に，幅1～15mmの細粒の脈が5～15cmの間隔
で見られる（図3）．これらは板状節理の割れ目を埋めた分結脈
と考えられる．つまり，板状節理が形成された時点では，まだ
結晶粒の間に融液がかなり残っていて，結晶分化作用が進行し
た融液（残液）が板状節理の割れ目に浸み出し（分結し），そ
の割れ目を埋めたと考えられる．分結脈が雁行状になっている
ことがあり，溶岩の流動による剪断変形が原因と考えられる．
一部の分結脈はピジョン輝石を含み，脈の全岩化学組成は溶岩
全体の約70%が結晶化した後の残液であることを示す．柱状節
理はこれらの分結脈をその固結後に切断しており，柱状節理は
分結物を伴わない．
　板状節理が溶岩流動中の剪断力によって流理面に沿って形成さ
れるのなら，垂直な岩脈やパイプ中では板状節理も垂直のはずで
ある．しかし，板状節理は重力方向の張力によっても形成され得
る．例えば，適度な粘性をもつマヨネーズ（「サラリア」がよい）
を，チューブの半分程度まで使用した後，出口を下にして（逆立
ち状態で）冷蔵庫に立てておくと，マヨネーズが重力によって出
口に向かって下降する過程で，ほぼ水平な割れ目群（板状節理）
が形成される（図4）．半固結のマグマ中で，熱収縮あるいは側方
へのマグマの流出などの物理的原因によって重力方向の張力が働
き，このような水平方向の割れ目が生じることはあり得る．しか
し，重力説なら，垂直な岩脈中でも板状節理は水平のはずである
が，実際には重力方向とは無関係に，流理面と平行（または雁行
状）に板状節理が発達する例の方が多い（森本, 1958; McPhie et 
al. 1993）．つまり，板状節理は，主にマグマの流動による剪断が
原因で形成され，単純な冷却節理ではないと考えられる．そして，
柱状節理よりも時間的には早く，マグマがまだ流動性をもつ，よ
り高温状態の時に形成されると考えられる．

５．柱状節理の形成
　角島の例から，溶岩がまだ流動中の高温状態で板状節理が形
成された後，溶岩が停止してかなり冷却してから柱状節理が形
成されたことが明らかである．そもそもそのような低温条件で
は，時間当たりの冷却収縮率は小さく，冷却割れ目はできにく
いはずである．ただしその時点でも溶岩は100%固結していた
わけではなく，気体成分に富んだ，分化した残液が結晶粒間に
まだ残っていた可能性がある．木本・石渡（2013）は岩沼の安
山岩溶岩について，約1m間隔の柱状節理に囲まれた溶岩柱（以
下「柱」と呼ぶ）の断面において各部分のドリルサンプリング
を行い，柱の中心部と周辺部で石基斜長石の粒径や岩石の帯磁
率を調べた（図5）．柱の中心部では周辺部よりも石基斜長石の
粒径（長辺）が約30%大きく，帯磁率も15%ほど高かった（こ
れは中心部の磁鉄鉱の粒径が大きいことを示唆する）．柱状節
理が形成されると，その割れ目を通じて空気や水が循環し冷却
が促進されるので，柱の周辺部は中心部に比べてより速く冷却
される．この違いが石基の斜長石や磁鉄鉱の結晶成長に影響し
たと考えられる．また，木本・石渡（2014）はこれらのドリル
試料の密度を測定し，柱状節理の節理面に接する岩石は柱の内
部の岩石よりも密度が低く，鏡下では発泡が見られることがわ
かった．これは，割れ目の形成に伴ってその直近のメルトが減
圧発泡したことを示唆する．ただし，柱状節理の割れ目に末期
の残液が分結している例は発見できなかった．
　なお，溶岩・岩脈・岩床等の中央部で柱状節理が不規則にな
る場合があるが（colonnadeからentablatureへ），これは冷却の
進行と水の侵入（Jerram and Petford, 2011）による発泡の局
所化を意味する可能性がある．また，柱状節理に六角形が多い
のは，三角形や四角形より割れ目形成に要する力が小さいため
と説明されている（藤本, 1977, p. 121脚注）．

６．議論
　柱状節理の成因について，古くは対流セル説等の様々な考え
があったが，現在は溶岩・岩脈・岩床等の冷却収縮によってで
きるという説が広く受け入れられていて，私を含めてこれを疑
う人はほとんどいなかった．これは水に溶いたデンプン粉を皿
に入れて，上から白熱電球で照らして水を蒸発させ，デンプン
粉の層の中に柱状節理によく似た蜂の巣パターンの鉛直方向の
割れ目（乾裂）ができることを示すアナログ実験 （Müller, 
1998） によって説得力を強めた．この場合，デンプン層の上部
が収縮し，下部はあまり収縮しないために，上部に割れ目が生
じて時間とともに割れ目が下方に伸長し幅が拡大していく．し
かし，もし表面部分の冷却収縮によって柱状節理ができるのな
ら，どの溶岩にも同様に柱状節理が発達するはずであり，柱状
節理がなく板状節理だけが発達する溶岩（図１）が多数存在す
ることを説明できない．さらに，この実験は柱状節理が冷却の
かなり遅い時期に形成することも説明できない．冷却早期の方
が時間当たりの収縮率が大きく，節理ができやすいはずである．
　また，佐渡のピクライト岩床や羽越地域のドレライト岩床で
は，かなり結晶化が進んで残液中に気体成分が濃集した時，岩
体の上面から内部に向かって周期的な発泡が進行し，「気泡レー
ヤリング」と呼ばれる縞状構造が形成されることが報告されて
いる（図6）（Toramaru et al., 1996; 高橋・石渡, 2012, p. 123）．
これらの岩体にも柱状節理が発達しており，柱状節理が岩体内
部の発泡膨張によって形成されたことを支持する１つの証拠に
なる．結晶化の進行とともに気体成分が残液に濃集し，周辺部
から内部に向かって周期的に発泡・膨張するのであれば，柱状
節理の遅い形成時期や分結物が見当たらないことも説明できる．

７．結論
　物事は相対的であり，溶岩の表面が収縮するのではなく，内
部が膨張しても同じ効果（柱状節理）が生まれるはずである．
柱状節理は，溶岩の冷却時の発泡によって，内部が膨張する時
に形成されるのではないか．つまり，パン皮火山弾の表面の割
れ目と同様のメカニズムで形成されるのではないか．気体成分
が少ない，気泡の核が少ない，物理的な震動が少ない等の条件
によって冷却中に気泡が成長しない場合は，内部の膨張が起こ
らないので柱状節理ができず，高温の流動時に形成された板状
節理だけが見られるのではないか．このように考えると，上述
の板状節理と柱状節理の時間的前後関係と充填物の有無，なぜ
１つの火山の似たような化学組成の溶岩群に柱状節理の発達し
た溶岩と板状節理の発達した溶岩がほぼ同数あるのかが説明可
能になる．柱状節理は低温の岩体内部の発泡膨張，板状節理は
高温の流動剪断で形成され，どちらも単純な冷却節理ではない．
これが小論の結論である．ここで述べた柱状節理の「膨張説」
は，まだ例証が少なく，仮説の段階であり，今後の検証が必要
である．検討項目として，柱状節理の有無や間隔と発泡度の関
係，柱状節理面に分結した末期残液の発見と化学分析等がある．
検討の際，溶岩は冷却によって収縮するとは限らず，発泡して
膨張することもある（場合によっては爆発して火砕流になる）
ことを念頭に置くべきである．

謝辞：調査を許可していただいた岩沼市上河原の有限会社平間
砕石様に感謝する．箱根火山の調査にご協力いただいた神奈川
県立生命の星・地球博物館の平田大二氏に感謝する．拙稿を読
んでご意見をいただいた棚瀬充史，池田保夫，武田和久の各氏
に感謝する．

注）紙面の都合上，図と文献情報はすべて学会HPに掲載して
います（図2は前ページに掲載）．
http://www.geosociety.jp/faq/content0920.html
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学　会　記　事

2020年度第1回理事会議事録

日　時　5月23日（土）15：45～17：40
【WEB会議形式】
出席�役員　理事（47名）：渡邉（上松）佐知

子・芦　寿一郎・天野一男・安藤寿男・
磯崎行雄・ウォリス サイモン・内野隆
之・大藤　茂・岡田　誠・緒方信一・尾
上哲治・笠間友博・狩野彰宏・亀尾浩
司・亀田　純・亀高正男・川端清司・北
村有迅・清川昌一・後藤和久・小松原純
子・小宮　剛・齋藤　眞・坂口有人・
佐々木和彦・杉田律子・高嶋礼詩・竹下　
徹・辻森　樹・内藤一樹・中澤　努・奈
良正和・西　弘嗣・野田　篤・早坂康
隆・平田大二・藤井正博・細矢卓志・星　
博幸・保柳康一・松田達生・松田博貴・
三田村宗樹・道林克禎・矢島道子・矢部　
淳・山口飛鳥　　監事（2名）:岩部良子・
山本正司

欠席�役員　理事（2名）：納谷友規・根本直樹 
＊�成立要件：理事総数49名の過半数25名 本

日の出席者47名で本理事会は成立
＊�議決：出席者の過半数24名 
＊�開催にあたって：
１）杉田前年度議長により開会．事務局より
出席者数の確認．
２）出席理事及び監事自己紹介
３）書記2名の指名　大藤理事および芦理事

審議事項
１．理事会議長・副議長の選出
齋藤理事より，議長として道林克禎前副議長
が，副議長として山口飛鳥理事が推薦され承
認された．杉田律子前議長より，退任の挨拶
があった．
２．会長＝代表理事，副会長の選出
会員による意向投票の結果を鑑みて，下記の
会長及び副会長が選出された．
会長＝代表理事：磯崎行雄， 副会長：佐々木
和彦・平田大二
新正副会長より，それぞれ挨拶があった．
３．執行理事の選出，部会長の選出
　磯崎会長より，新執行理事と所属事業部会
の提案があった．また，各事業部会長も提案
された．審議の結果，原案通り選出された．
常務理事：中澤　努，副常務理事：岡田　
誠，運営財政部会：緒方信一・亀高正男，学
術研究部会：辻森 樹（研究）・ウォリス サ
イモン（国際）・星　博幸（行事），広報部
会：坂口有人・小宮　剛，
編集出版部門：大藤　茂・狩野彰宏，社会貢
献部会：松田達生・矢部　淳・高嶋礼詩　
※筆頭者が部会長
４．2020年度事業計画変更（名古屋大会）に
ついて
 ・	磯崎会長より2020年度学術大会（名古屋大

会）の開催延期と代替企画について提案が

あった．審議の結果，来年度以降も含めた
学術大会の１年順延と代替企画案を検討
することが決議された．

 ・	2021年度開催予定であった早稲田大会
LOC（関東支部）にも事情を説明済みだ
が，連絡・周知が不十分な点があった．今
後はより密に連携し，協力して検討・準備
を進める．

 ・	地質情報展については，実施母体の産総研
は１年順延を考えているが，会場の名古屋
市科学館の状況や採択済の科研費の手続
きも確認した上で再度検討することとな
った．

５．組織再編に伴う委員会体制の確認
 ・	佐々木副会長からこれまでの経緯と課題

が説明された．組織化されていない委員
会，委員名簿が完備されていない委員会が
多くあり，学会HPの組織図（当時）が学
会規則と整合していなかったが，組織図に
ついては坂口理事の協力を得て規則と整
合するものに更新された旨が説明された．

 ・	今後の工程が再確認され，各委員会が委員
構成と規則の見直しを行って執行理事会
に報告し，7月頃に臨時理事会を開催して
委員を承認することを目指す．

 ・	佐々木副会長より，次期（2022–23年度）
からは各委員会の委員長と委員構成を早
めに決定し，５月の第１回新理事会で承認
を得るようにすべきとの意向が述べられ
た．

６．各賞選考委員会委員の選出
　以下の10名を互選で選出した．役職指定委
員を合わせて，以下の陣容となった．

【層序】西　弘嗣，後藤和久，尾上哲治，野
田　篤

【岩石】道林克禎，早坂康隆
【構造】竹下　徹（委員長）
【博物館学】川端清司，矢部　淳
【民間】細矢卓志
役職指定

【地質学雑誌前・現正副委員長】山路　敦・
大藤　茂・岩森　光・中澤　努・小宮　剛

【Island Arc前・現委員長】田村芳彦，武藤
鉄司，辻森　樹，狩野彰宏

報告事項
１．執行理事会報告
　斎藤前常務理事より2019年度第9回～第13
回執行理事会の報告がなされた．特に，新理
事会に2020年度学術大会（名古屋大会）の計
画変更を提案するに至った経緯が詳しく説明
された．
２．理事および委員会等報告
１）地質技術者教育委員会（佐々木）：学会
行事におけるCPD証明の推進について
　佐々木副会長より，地質学の専門技術者

（企業会員）が講演会やシンポジウムなどの
学会⾏事に参加して，資質向上のための継続
教育に臨んだことを証明するCPD証明制度
の紹介があった．また，会員の1/4を占める
企業会員を対象に，CPD証明制度を推進し

たいとの意向が述べられた．

　以上この議事録が正確であることを証する
ため，議長及び副議長出席監事，理事は次に
記名捺印する．

2020年5月23日
一般社団法人日本地質学会

理事会議長　道林克禎
理事会副議長　山口飛鳥
前任代表理事　松田博貴

代表理事：会長　磯崎行雄
（以下，出席理事氏名省略）

2020年度第2回理事会議事録

日　�時　7月11日（ 土 ）15:00～16:50【WEB
会議形式】

出席�役員　理事（42名）：芦寿一郎・天野一
男・安藤寿男・磯崎行雄・ウォリス サ
イモン・内野隆之・大藤　茂・岡田　
誠・尾上哲治・狩野彰宏・亀田　純・亀
高正男・川端清司・北村有迅・後藤和
久・小松原純子・小宮　剛・齋藤　眞・
坂口有人・佐々木和彦・杉田律子・高嶋
礼詩・竹下　徹・辻森　樹・内藤一樹・
中澤　努・納谷友規・奈良正和・根本直
樹・野田　篤・早坂康隆・平田大二・藤
井正博・星　博幸・保柳康一・松田達
生・松田博貴・三田村宗樹・道林克禎・
矢島道子・矢部　淳・山口飛鳥　　監事

（2名）：岩部良子・山本正司
欠席�役員　理事（7名）：上松（渡邉）佐知

子・緒方信一・笠間友博・亀尾浩司・清
川昌一・西　弘嗣・細矢卓志

＊�磯崎会長より挨拶
＊�成立要件：理事総数49名の過半数25名 本

日の出席者42名で本理事会は成立．
＊�議決：出席者の過半数21名 
＊�開催にあたって：書記2名の指名　尾上理

事および奈良理事

報告事項
１．執行理事会報告
　中澤常務理事より，配布資料（2020年度第
1回執行理事会議事録および同第2回執行理事
会議事次第）に基づき執行理事会の議事概要
が報告された．
　亀高理事より，会員数について昨年前月よ
り81名減との報告とともに，1名の名誉会員
ならびに6名の正会員の逝去が報告され，全
員で黙祷が捧げられた．
　来年度の名古屋大会に関して，会場校の道
林理事より９月上旬の開催を目ざす旨の報告
がなされた．
２．理事・委員会等の報告
１）中澤常務理事より，各賞選考委員会規則
改正案の説明とともに，９月の理事会で承認
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された場合，今年の秋から適用したい旨の説
明がなされた．これについて，磯崎会長より
改正の経緯についての補足説明がなされ，質
疑応答ののち，原案の方向で継続審議するこ
ととなった．
２）地質学雑誌編集委員会
　大藤理事より，編集状況について報告がな
された．
３）アイランドアーク編集委員会
　狩野理事より，編集状況，ダウンロード
数，被引用状況，インパクトファクター (IF) 
について報告がなされた．特に，2019年のIF
は1.655となり，前年の0.83からほぼ倍増した
旨の報告がなされた．

審議事項
１．組織再編に伴う委員会体制
　佐々木副会長より，組織再編の経緯とそれ
に伴う新たな委員会体制について説明がなさ
れた．また，資料のうち「日本地質学会 委
員会一覧」に示された新委員会案についての
了承が求められ，意義なく承認された．松田
博貴理事から，学会ホームページへの掲載に
ついて質問があり，佐々木副会長から掲載す
る旨の回答があった．
２．名古屋大会中止に伴う代替企画について
①表彰・記念講演
　星理事より，2020年9月13日（日）の午後
に受賞者の記念講演をオンラインで行う予定
であることが報告された．
②ショートコース
　星理事より，第1回ならびに第2回ショート
コース（案）の詳細について，9月19日（土）
と10月24日（土）の両日に各2名の講師を迎
えて開催予定といった説明がなされ，磯崎会
長からも，今後テーマ等を変えて継続してい
きたい，との補足説明がなされた．また，亀
高理事から，会計案についての説明がなされ
た．
　会計案に対して，杉田理事より，講師謝金
の額が学会で制定された謝金細則に準拠して
いないこと，また，細則の改正時期が古く，
現状にそぐわない可能性がある旨の指摘がな
された．これらについて意見交換がなされた
のち，平田副会長から今後執行理事会で検討
する旨の回答がなされた．
　この他にも，オンラインでの参加者数，広
報の方法，技術者へのCPDポイント付与，学
生への受講証明付与等について意見が交換さ
れ，原案について大枠で承認された．細かな
点については，引き続き行事委員会・執行理
事会で検討しつつ計画を推進することとなっ
た．
③支部単位の学術発表会［報告］
　平田副会長より，支部単位での学術発表会
の開催を各支部長に申し入れたところ，現状
では関東支部と近畿支部から，対面開催の実
現可能性の低さ等の問題点から開催は難しい
旨の回答があったことが報告された．これに
対し，西日本支部長の早坂理事から，オンラ
インでの開催を含め，年度末開催を目指して

調整中との報告がなされた．
④JABEE関係の資料の刊行と配信（佐々木）
　佐々木副会長より， JABEEシンポジウム
の代替企画として，「大学における地質技術
者育成と地学教育の継続に係るオンラインシ
ンポジウム」を行うことが説明され，質疑の
のち大枠で承認された．なお，細部について
は今後地質技術者教育委員会で検討し，執行
理事会を中心に調整を行うこととなる．
⑤小・中・高「地学研究」発表会（デジタル
ポスター）［報告］
　地学教育委員会の高嶋理事より，今年度の
ジュニアセッションの開催形態案について，
参加校がアップロードしたポスターを審査す
る等の説明がなされ，異議なく承認された．
⑥地質系若者のためのキャリアビジョン誌
　坂口理事より，「若手会員のための地質関
連企業サポート」の代替企画として，大学の
キャリア教育での活用を目指したキャリアビ
ジョン誌を2,000部程度発行し，大学教員の
会員を通じて学生らに配布することが説明さ
れ，質疑ののち承認された． 
＊�磯崎会長より閉会挨拶．
＊�山本監事より理事会へのコメントおよび挨

拶．

以上，この議事録が正確であることを証する
ため，議長及び出席監事・理事は次に記名・
捺印する．

2020年7月31日
一般社団法人日本地質学会

理事：議長 道林克禎
理事：副議長 山口飛鳥

代表理事：会長 磯崎行雄
（以下，出席理事氏名省略）

2020年度第1回執行理事会議事録

期　�日：2020年6月13日（ 土 ）13:00～17:30
【WEB会議】

出席�者：磯崎会長・佐々木副会長・平田副会
長・中澤常務・岡田・大藤・亀高・坂
口・ウォリス・小宮・松田・星・辻森・
緒方・矢部・高嶋・狩野，［前年度執行
理事］松田前会長・齋藤前常務・廣木・
安藤（13:30退出）　事務局 澤木　

欠席�者（委任状提出あり，カッコ内は委任
者）：［前年度執行理事］西・田村（辻
森）

＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者
17名，委任状0名，合計17名の出席 

＊�前回議事録（19-13回）の確認　修正なし

Ⅰ　審議事項
１．各部会，委員会の引き継ぎ
２．組織再編に伴う委員会体制（佐々木）

①より効率的で持続可能な委員会・事業部会
体制の構築に資するため，現状の委員会・事
業部会等の組織内の位置付け，役割，構成メ
ンバー等の情報を製理して表示する．佐々木
副会長が中心となって実施．少なくとも各委
員会の委員長・委員案について6月22日まで
に作成し，臨時理事会で承認を得る．
②上記確定したメンバーで，必要に応じて委
員会構成の変更などの提案をして頂き，9月
理事会で承認を得ることを目指す．
③委員長・委員が不在で長期にわたり活動実
績がない委員会などについては，一旦廃止す
ることを執行理事会から9月理事会で提案す
る．
３．代替企画について（星）
①9月13日（日）PM　各賞受賞講演・コメ
ントのWeb配信を実施する (youtube?)
②ショートコース(Zoom利用)　最新知見の概
観を紹介
 ・	半日/コース．土日祝のAM,PMで計４コ

ースをライブで実施
 ・	CPDの付与を行う．講義は1時間単位．1

コース３時間まで
 ・	講師に謝金を出す．受講料を徴収．定員
（100名？）を超えたら募集締切（会員優
先）

 ・	2コースについて専門部会で提案し，さら
にWeb講義に長けた演者を人選

 ・	2コースについては学際的テーマを執行理
事会から提案

③支部単位での学術発表会やシンポジウム等
を出来る範囲でやって頂くようお願いする
 ・	若手の発表機会を確保とCPD付与が趣旨
 ・	必要に応じて本部から財政補助を行う
４．2021年度大会の日程について（星）
　第1候補は9月22日（水）～24日（金）（23
日は秋分の日）
　第2候補は9月8日（水）～10日（金）
　LOCは潮位の関係（師崎巡検）からこの
日程を希望しているが，執行理事会として
は，山口大会同様，土日祝での開始をLOC
にお願いすることとした．
５．JpGUオンライン展示への出展について

（緒方）
　¥33,000（出店料）を払い出展することと
した．iPosterでの展示．対応は広報委員会．
６．屋久島たんけんマップの増刷について

（小宮）
　小修正を行い増刷（2,000部）を承認した．
他のリーフレットも含めて，今後販路の拡大
についての検討が必要ではないかとの意見が
あった．
７．臨時理事会の日程及び審議事項の確認

（7月11日，執行理事会12:30-・理事会15:00-）
　審議事項：名古屋大会中止に伴う代替企画
について/組織再編に伴う委員会体制
　9月理事会は対面実施（9月12日）を予定．

Ⅱ　報告事項
１．全体的報告
 ・	WRI-17 (Water -Rock Interact ion & 
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Applied Isotope Geochemistry：2021/8/3-
8/7開 催 予 定)（ 地 質 学 会 共 催 ） は，
COVID-19問題で，東京オリンピック延期
に伴い，2022/7/31-8/4頃（仙台国際セン
ター）に延期の予定．また組織委員交代
は，松田前会長→磯崎会長に変更．

 ・	学会事務局は，6月1日以降交代制でテレワ
ークを実施している．事務所営業時間や電
話対応は通常通り．

２．運営財政部会：総務委員会 （緒方・亀高）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞
 ・	経済産業省産業標準化事業表彰公募（6/12

締切）について，産総研地質調査総合セン
ターを推薦した（推薦理由：地質JIS原案
作成・制定・改正への貢献）．

 ・	文部科学大臣表彰科学技術賞，若手科学者
賞及び研究支援賞受賞候補者推薦依頼

（7/22締 切， 学 会 締 切7/1） →geo-flash，
HP掲載．

＜会員＞
１）今月の入会者（2名）
　正会員（1名）：中川　渉  
　正（院割）会員（1名）：冨岡優貴　　　
２）今月の退会者（正会員２名）：上田修郎　
高橋美織
３）今月の逝去者(2名）
名誉会員：鈴木堯士（逝去日2020年6月1日）
正会員：鈴木俊一（逝去日2020年4月15日）
４）2020年5月末会員数
賛助：27，名誉：44，正会員：3381［正会
員：3297，正（院割）会員：82，正（学部
割）会員：１］，合計：3452（昨年比-77）

＜会計＞
 ・	2020年名古屋大会の演題登録システム
（confit all）及び大会運営委託費について，
大会中止決定までに発生したの経費を精算
した．confit allの基本料金は満額請求（70
万）となるが次年度大会利用時に60万円の
値引が提示された．

 ・	会計監査を6/22に実施予定．
３．広報部会：広報委員会（坂口・小宮）
 ・	NHK番組制作会社より取材協力（映像提

供等）の依頼があり，会員個人として協力
できる方をメルマガで呼びかけた．1名の
会員から連絡があり，制作会社に紹介をし
た．

４．学術研究部会（辻森・ウォリス・星）
１）行事委員会（星）
 ・	2020年度科研費の繰越を学術振興会に確認

したが，現時点で来年9月への延期が決定
しているため繰越申請は不可．8/28までに
交付申請辞退の手続きを取る．来年度

（2021年度）は改めて申請予定．
 ・	2021年の名古屋大会の日程について，名古

屋大会LOC及び産総研，名古屋市科学館，
関連学協会と情報共有をし日程を調整中．

２）専門部会連絡委員会（辻森）
　特になし
３）国際交流委員会（ウォリス）
 ・	モンゴル地質学会とのMOU更新のため書

面を作成したが，新型コロナの影響により
郵便の引受停止中（6/5現在）．再開され次
第発送予定．

４．その他
　特になし
５．編集出版部会（大藤・狩野）
１）地質学雑誌編集委員会(大藤)
 ・	編集状況報告（6月10日現在）
　2020年投稿論文：34［内訳］論説13（和文
112・英文1），レター 5（和文5），総説1（和
文１），ノート2（和文1，英文1），報告3（和
文3），口絵1（英文１），巡検案内書8，査読
中：35，受理済み：16（うち特集号8）
 ・	126巻5月号（通常号）論説3編，報告1編
（59頁，6/3発送済）．

 ・	126巻6月号（通常号）論説2編，報告2編
（約50頁，校正中）．

 ・	126巻7月号（名古屋巡検案内書）案内書4
編（約60頁，入稿準備中）

 ・	来年は巡検案内書の掲載がない分，原稿数
の減少が予想される．加えて今後コロナに
よる投稿数減少も考慮して対策が必要で
はないかとの意見があった．

２）アイランドアーク編集委員会(狩野) 
 ・	編集状況報告：現状の投稿状況やコロナに

よる投稿数への影響が危惧されているこ
となどが報告された．

３）企画出版委員会（小宮）
　屋久島たんけんマップ増刷について→審議
事項へ
６．社会貢献部会（松田・矢部・高嶋）
１）地学教育委員会（高嶋）
 ・	第17回 高 校 生 科 学 技 術 チ ャ レ ン ジ
（JSEC2019）事業実施報告があった．なお
事業実施後に上位入賞者を国際大会「Intel 
ISEF」に派遣しているが新型コロナの影
響により国際大会は中止となった．

２）地質技術者教育委員会（佐々木）
　特になし
３）生涯教育委員会（矢部）
　特になし
４）その他
 ・	地震火山こどもサマースクール（旧担当：

星）：学会より申し入れを行い，「地震火山
地質こどもサマースクール」と名称が変更
された．2020年度の浅間山ジオパークでの
開催は，コロナの影響により2021度に延期
となった．各学会の拠出金については，大
会毎の拠出のため，すでに発生している下
見費用を含めて2021年度大会用として最
大20万円を地質学会（今年度予算）から拠
出する予定．

７．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	日本ジオパーク委員会からの世界ジオパ

ーク申請事前机上審査（白山手取川ジオパ
ーク）のレビュアー選定委託について，地
質学会から4名に審査を依頼し承諾され
た．

 ・	日本国内ジオパーク再審査：2016年度に新
規・再認定（10地域），2018年度に条件付
き再認定（1地域）

８．地学オリンピック支援委員会（高嶋）
　特になし
９．地質災害委員会（松田）
 ・	防災学術連携体の窓口として，斎藤前常務

理事にに代わり，中澤常務が，前期に引き
続き松田地質災害委員会委員長が担当す
る．

以上

2020年6月22日
一般社団法人日本地質学会執行理事会

会長（代表理事）磯崎行雄
署名人　執行理事　中澤　努

2020年度第2回理事会議事録

期　�日：2020年7月11日（土）12:30～14:50
【WEB会議】
出席�者：磯崎会長・佐々木副会長・平田副会

長・中澤常務・岡田・大藤・亀高・坂
口・ウォリス・小宮・松田・星・辻森・
矢部・高嶋・狩野

事務�局　澤木　
欠席�者（委任状提出あり，カッコ内は委任

者）： 緒方（磯崎）
＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者

16名，委任状1名，合計17名の出席 
＊�前回議事録（20-1回）の確認．一部修正の

うえで確定することで了承した．

Ⅰ　審議事項
１．理事会審議事項と資料の確認
　各審議事項の詳細について説明があり，内
容を確認した．
１）組織再編に伴う委員会体制（佐々木）
２）名古屋大会中止に伴う代替企画について
①表彰・記念講演（星）
②ショートコース（星）
③支部単位の学術発表会（平田）
④JABEE関係の資料の刊行と配信（佐々木）
⑤小・中・高「地学研究」発表会（デジタル
ポスター）（高嶋）
⑥地質系若者のためのキャリアビジョン誌

（坂口）
２．学術大会シンポジウムのあり方について

（星）
　学術大会のシンポジウムは，近年参加者が
少なく，内容が一部の興味に偏っているので
はないか．会員全体が（一般公開の場合は市
民）が広く問題意識を共有できる企画が本来
ではないかとの問題提起があり，位置付け，
決め方，時間的制約など全体の枠組みや技術
的な面など様々な方向から問題点が挙げられ
た．2021年の名古屋大会に向けて継続審議と
し，12月までにシンポジウムの企画を決める
方針が示された．
３．各賞選考委員会規則改正案の検討につい

12-15_学会記事.indd   1412-15_学会記事.indd   14 2020/08/27   9:562020/08/27   9:56



15日本地質学会News　23（８）

て（磯崎）
　各賞選考委員会が諮問する各賞選考検討委
員会の委員選考方法について，役職指定の縛
りを緩和して弾力的に委員を選考できる案が
提案された．継続して審議し，9月理事会で
の規則改正を目指す．．
４．地質学雑誌の活性策（大藤）
　地質学雑誌への投稿を増やすための方策が
提案され，議論した．編集委員会より９月の
執行理事会に投稿増加策および投稿編集出版
規則改正案が提案される．

Ⅱ　報告事項
１．全体的報告
 ・	自然史学会連合主催講演会（12/6＠北九州

市立いのちのたび博物館）の開催可否に関
する検討依頼があり，公衆衛生上の配慮を
行い会場側とも相談して対策を講じて開催
することを了承した．

２．運営財政部会：総務委員会 （緒方・亀高）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞
 ・	日本地球化学会年会（オンライン大会：

2020年11月頃）への共催依頼があり承諾し
た．

 ・	第18回高校生・高専生科学技術チャレンジ
（JSEC2020）（募集期間9/4-10/5）の後援
名義使用を承諾した．

 ・	新潟大学旭町学術資料展示館企画展示「ジ
オパークの微化石展」（開催期間：8/1-
9/6）に対する後援申請を承諾した．

 ・	藤原ナチュラルヒストリー振興財団シンポ
ジウム（地質学会後援）開催中止の連絡が
あった．

 ・	桜島・錦江湾ジオパーク学術推進員（会計
年度任用職員）の募集（7/22締切）→geo-
flash掲載 

 ・	令和２年度下北ジオパーク研究助成（7/22
締切）→geo-flash，ニュース誌掲載

 ・	第42回（令和２年度）沖縄研究奨励賞推薦
応募（9/30締切，学会締切9/4 ）→geo-
flash，ニュース誌掲載

 ・	日本アイソトープ協会奨励賞候補者募集
（10/30締切）→geo-flash，ニュース誌掲載

 ・	第61回東レ科学技術賞および東レ科学技術
研究助成の候補者推薦（10/9締切，学会締
切9/4）→geo-flash，ニュース誌掲載

 ・	「朝日賞」候補者推薦依頼(8/25締切，学会
締切8/3) →geo-flash，ニュース誌掲載

 ・	「原子力総合シンポジウム2020」（2020年9
月WEB開催予定）に関する事前説明会

（7/6 , WEB会議）に担当として緒方理事
が出席した．

 ・	石油資源開発株式会社より役員就任の挨拶
があった．（代表取締役会長　渡辺　修，
代表取締役社長　藤田昌宏 ほか）

＜会員＞
1）今月の入会者（１名）
　正会員（1名）: 井田貴史
２）今月の退会者（11名）
　正会員（10名）：北垣直貴・岡　智司・吉
田鎮男・宮澤美幸・谷本真済・竹中夏子・三

鍋久雄・青木　南・　劉　舒雨・田中　渉
　正（院生割引）会員（1名）：丁　望
３）今月の逝去者(正会員2名）
　小林巌雄 (逝去日2020年4月11日）・渡部吉
和（逝去日2020年4月24日）
４）2020年6月末会員数
賛助：27，名誉：45，正会員：3371［正会
員：3287，正（院割）会員：82，正（学部
割）会員：2］
合計　3443（昨年比-81）
＜会計＞
 ・	地学オリンピック協賛団体加入を承諾し，

予算通り協賛金20万円を送金する．
＜その他＞
　特になし
３．広報部会：広報委員会（坂口・小宮）
 ・	JpGUオンライン展示を申し込み，事業内

容やフォトコンテスト紹介を盛り込んだ
iPosterを作成した．

４．学術研究部会（辻森・ウォリス・星）
１）行事委員会（星）
 ・	2021年の名古屋大会の日程について，名古

屋大会LOCに土日祝での開始をお願いし，
下記の通り日程候補が決定した（会場予約
の都合により日程確定は来年１月）．

第１候補：９月5日（日）～7日（火）
第２候補：９月23日（木，秋分の日）～25日

（土）
 ・	名古屋大会の代替企画について→［審議事

項へ］
２）専門部会連絡委員会（辻森）
３）国際交流委員会（ウォリス）
 ・	モンゴル地質学会へMOU更新のため書面

を近日発送予定．
４）その他
　特になし
５．編集出版部会（大藤・狩野）
１）地質学雑誌編集委員会(大藤)
 ・	編集状況報告（7月5日現在）
　2020年投稿論文：40［内訳］論説19（和文
18・英文1），レター 5（和文5），総説1（和
文１），ノート3（和文2，英文1），報告3（和
文3），口絵1（英文１），巡検案内書8，査読
中：33，受理済み：21（うち特集号9，案内
書2）
 ・	126巻6月号（通常号）論説2編，報告2編
（50頁，発行済）．

 ・	126巻7月号（名古屋巡検案内書）案内書4
編（約60頁，校正中）

２）アイランドアーク編集委員会(狩野) 
 ・	編集状況報告　昨年よりも投稿状況が改

善され，査読プロセスが短縮化されてきた
と報告された．この半年間のダウンロード
数および被引用数の多い論文が紹介され
た．最新のインパクトファクターが1.655
であり昨年から急増した．

３）企画出版委員会（小宮）
　特になし
６．社会貢献部会（松田・矢部・高嶋）
１）地学教育委員会（高嶋）
 ・	ジュニアセッション（デジタルポスター）

の実施概要が紹介された
２）地質技術者教育委員会（佐々木）
 ・	名古屋大会順延に伴うJABEEシンポジウ

ム代替え企画について，7/9に委員会
（zoom会議）を開催して検討した．

 ・	ジオスクーリングネット協議会の今年度
の会合がコロナウィルスの関係で3月から
延期していたが，このたび正式に中止とな
った．

 ・	JABEE審査に関して，7/17に地球・資源
分野の運営委員会が開催されることとな
り，佐々木が出席する予定．

３）生涯教育委員会（矢部）
　特になし
４）その他
　特になし
７．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	日本ジオパーク委員会より，「（仮称）日本

ジオパーク地球科学評価機構」（コンソー
シアム）の設置事前相談会議（7/20，
WEB会議）への出席依頼があり，平田副
会長が出席予定．

８．地学オリンピック支援委員会（高嶋）
 ・	地学オリンピック日本委員会より問題作

成者の推薦依頼があり，会員1名を推薦し
た．

９．地質災害委員会（松田）
 ・	防災学術連携体のホームページに地質学

会の令和２年７月豪雨関連情報の纏めサ
イトをリンクした．

以上

2020年8月1日
一般社団法人日本地質学会執行理事会

会長（代表理事）磯崎行雄
署名人　執行理事　中澤　努
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一般社団法人日本地質学会
The Geological Society of Japan

理  事

監  事　

会長（代表理事）

副会長

常務理事
副常務理事
執行理事

理　事

磯﨑行雄（東京大学）

佐々木 和彦（応用地質（株））
平田大二（神奈川県立生命の星・地球博）
　
中澤　努（産業技術総合研究所）
岡田　誠（茨城大学）
ウォリス サイモン（東京大学）
緒方信一（中央開発（株））
大藤　茂（富山大学）
狩野彰宏（東京大学）
亀高正男（（株）ダイヤコンサルタント）
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
星　博幸（愛知教育大）
松田達生（工学気象研究所）
矢部　淳（国立科学博）

上松佐知子 （筑波大学）
芦　寿一郎 （東京大学）
天野一男 （東京大学）
安藤寿男 （茨城大学）
内野隆之 （産総研）
尾上哲治 （九州大学）

笠間友博 （箱根ジオミュージアム）
亀尾浩司 （千葉大学）
亀田　純 （北海道大学）
川端清司 （大阪市立自然史博）
北村有迅 （鹿児島大学）
清川昌一 （九州大学）
後藤和久 （東京大学）
小松原純子 （産総研）
齋藤　眞 （産総研）
杉田律子 （科学警察研）
竹下　徹 （北海道大学）
内藤一樹 （産総研）
納谷友規 （産総研）
奈良正和 （高知大学）
西　弘嗣 （東北大学）
根本直樹 （弘前大学）
野田　篤 （産総研）
早坂康隆 （広島大学）
藤井正博 （応用地質（株））
細矢卓志 （中央開発（株））
保柳康一 （信州大学）
松田博貴 （熊本大学）
三田村宗樹 （大阪市大学）
道林克禎 （名古屋大学）
矢島道子 （日本大学）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研）

岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会

一般社団法人日本地質学会
〒101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル

電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156（振替口座　00140-8-28067）
e-mail: main@geosociety.jp　ホームページ htttp://geosociety.jp

一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上

00_表01-04.indd   3-400_表01-04.indd   3-4 2020/08/27   9:542020/08/27   9:54



©一般社団法人日本地質学会　〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F　電話03-5823-1150©一般社団法人日本地質学会　〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15　井桁ビル6F　電話03-5823-1150
Fax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jpFax 03-5823-1156   E-mail：main@geosociety.jp  ホームページ http://www.geosociety.jp

地質学雑誌　第126巻　第8号（通巻1499号）付録　令和2年8月15日発行（毎月1回15日発行）地質学雑誌　第126巻　第8号（通巻1499号）付録　令和2年8月15日発行（毎月1回15日発行）

日本地質学会News
Vol.23  No.8  August  2020

00_表01-04.indd   1-200_表01-04.indd   1-2 2020/08/27   9:542020/08/27   9:54


	00_表01-04
	01_目次
	02-04_2020名古屋大会代替企画
	05-06_公募／紹介
	07_意見提言／表紙紹介
	08-09_TOPICS2
	10-11_TOPICS1
	12-15_学会記事
	16_入会のご案内
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